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常
圓
寺
と
柏
木
地
区
の

戦
災
復
興
②

─
新
史
料
か
ら
の
考
察
─

◎
ト
タ
ン
屋
根
か
ら
の
復
興

七
日
（
木
）
曇

朝
松
葉
の
下
宿
よ
り
バ
ス
で
淀
橋
病
院
ま

で
。
赤
茶
け
た
ト
タ
ン
屋
根
が
消
え
て
、
板

張
り
の
四
、
五
坪
の
家
が
建
ち
だ
し
た
。
赤

茶
け
た
ト
タ
ン
屋
根
は
絵
に
な
る
が
、
後
者

は
絵
に
な
ら
ぬ
。
学
校
に
上
が
る
坂
。

左
右
は
焼
野
。
た
だ
暗
澹
た
る
黒
雲
の
下
へ

盛
り
上
が
っ
て
い
る
坂
に
雲
の
間
か
ら
日

が
落
ち
て
、
坂
の
上
の
人
影
が
二
つ
、
風
が

ひ
ど
い
の
で
袖
が
ひ
る
が
え
っ
て
い
る
。
－

凄
愴
な
侘
し
い
風
景
。
や
っ
と
電
気
点
く
。

日
照
り
日
翳
り
凄
ま
じ
き
烈
風
。　

（
山
田
風
太
郎
『
戦
中
派
焼
け
跡
日
記
』）

　

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
三
月
、
東
京

医
学
専
門
学
校
の
学
生
で
あ
っ
た
山
田
風
太
郎

は
、
そ
の
附
属
病
院
で
あ
っ
た
「
淀
橋
病
院
」

に
向
か
っ
た
。
淀
橋
病
院
と
は
、
現
在
の
東
京

医
科
大
学
病
院
で
あ
り
（
こ
の
年
の
五
月
に
改

称
）、
友
人
の
松
葉
の
家
の
下
宿
か
ら
の
道
の

り
に
あ
る
復
興
の
風
景
を
記
し
た
こ
の
日
記
は
、

当
時
の
柏
木
・
淀
橋
あ
た
り
の
様
子
な
の
で
あ

ろ
う
か
。

◎
「
西
新
宿
区
画
整
理
協
力
会
」
か
ら
の
告
知

　

さ
て
、
前
号
で
は
、
八
王
子
本
立
寺
に
所
蔵

さ
れ
て
い
た
「
常
圓
寺
宅
地
貸
附
台
帳
」
な
ど

の
四
冊
の
地
代
の
納
入
記
録
と
、
こ
の
日
記
と

同
じ
時
期
に
作
成
さ
れ
た
「
常
圓
寺
貸
地
実
測

図
」
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
他
に
、
次
の
資
料

が
残
さ
れ
て
い
た
。

　
　

急　

告

　

左
記
各
組
毎
に
氏
名
が
組
み
合
わ
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
は
、
此
度
の
区
劃
整
理
に
て

決
定
し
た
隣
組
と
で
も
申
し
ま
す
か
、
一
区

劃
の
方
々
の
氏
名
で
す
。

　

各
組
毎
に
区
劃
整
理
の
便
宜
及
び
協
力

会
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
と
し
て
至
急
１
名
推

薦
せ
ら
れ
緊
急
会
議
の
為
ぜ
ひ
出
席
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

日　

時　
　

一
月
二
十
九
日　

午
後
七
時

　

場　

所　
　

常
泉
院
広
間
に
於

運
営
事
務
取
扱
上
代
表
者
氏
名
を
二
十
七

日
ま
で
に
事
務
所
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
…
以
下
略
…
）

　

こ
の
急
告
に
は
、「
西
新
宿
區
劃
整
理
協
力

會
」
と
の
判
が
捺
さ
れ
、
住
所
は
「
東
京
都
新

宿
區
柏
木
一
丁
目
一
〇
五
番
地
」
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
会
が
主
と
な
っ
て
、「
此
度
の
区
劃

整
理
」
に
関
す
る
「
緊
急
会
議
」
を
行
う
と
い

う
。
一
月
二
十
七
日
に
会
議
が
開
か
れ
る
「
常

泉
院
」
は
、
ご
存
知
の
通
り
常
圓
寺
に
隣
接
す

る
寺
で
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
五
月
の

空
襲
で
は
幸
い
に
被
災
を
免
れ
て
い
た
。

　

こ
の
告
知
に
は
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で

こ
の
急
告
が
い
つ
の
年
の
も
の
か
明
確
で
は
な

い
が
、「
協
力
會
」
の
住
所
が
「
新
宿
區
」
と

な
っ
て
い
る
。
新
宿
区
は
、昭
和
二
十
二
年（
一

九
四
七
）
三
月
十
五
日
に
四
谷
区
・
牛
込
区
・

淀
橋
区
が
合
併
し
て
発
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
以
降
と
す
る
と
、
早
く
て
も
昭
和
二
十
三

年
（
一
九
四
八
）
年
の
一
月
で
あ
ろ
う
。

◎
区
画
割
の
実
態

　

ま
た
、ガ
リ
版
刷
り
で
作
成
さ
れ
た
こ
の「
急

告
」
は
、
告
知
の
本
文
に
続
け
て
１
か
ら
24
ま

で
の
番
号
が
付
さ
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
一
名
～
十

三
名
の
氏
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
番
号

は
、
柏
木
地
域
を
二
十
四
区
画
に
分
け
た
ブ

ロ
ッ
ク
の
番
号
で
、
裏
面
に
は
番
号
が
付
け
ら

れ
た
区
画
の
地
図
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
ち
な

み
に
常
圓
寺
は
二
十
四
区
画
の
う
ち
十
二
の
区

画
に
名
前
が
あ
り
、
そ
の
名
前
の
上
に
は
○
印

が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
他
の
名
前
を
み
て
い
く

と
、
○
の
付
さ
れ
て
い
る
名
前
と
そ
う
で
な
い

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
○
印
は
土

地
所
有
者
」
と
の
追
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
記

載
さ
れ
た
氏
名
に
は
、
土
地
を
所
有
し
て
い
る

地
主
と
、
土
地
を
借
り
て
い
る
借
地
人
が
併
記

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

昭
和
二
十
一
年
八
月
に
制
定
さ
れ
た
「
罹
災

都
市
借
地
借
家
臨
時
処
理
法
」
は
、
戦
災
地
の

借
地
・
借
家
紛
争
の
解
決
を
主
と
す
る
法
で
、

特
に
罹
災
の
混
乱
の
中
で
借
地
人
の
権
利
が
失

わ
れ
な
い
こ
と
を
主
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
「
西
新
宿
區
劃
整
理
協
力
會
」
の
活

動
も
、
こ
う
し
た
方
針
に
し
た
が
い
、
地
主
と

借
地
人
が
参
加
し
、
協
議
す
る
な
か
で
進
め
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

◎
戦
後
復
興
の
実
態
と
し
て

　

昭
和
二
十
一
年
十
月
に
「
特
別
都
市
計
画

法
」
が
公
布
さ
れ
、
日
本
の
各
都
市
で
土
地
区

画
整
理
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。「
西
新
宿
區
劃

整
理
協
力
會
」
に
つ
い
て
実
態
は
不
明
で
あ
る

が
、
行
政
に
よ
る
復
興
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

く
上
で
、
現
場
の
住
民
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

た
組
織
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

前
回
は
、
常
圓
寺
が
個
人
の
貸

地
の
実
測
を
し
て
い
た
こ
と
を
み

た
が
、
今
回
の
史
料
は
、
地
域
の

連
帯
に
よ
る
復
興
の
取
り
組
み
と

し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
戦
後
の
復
興
は
、

行
政
に
よ
る
事
業
方
針
の
立
案
と

執
行
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
そ
の

地
に
住
む
人
々
の
力
に
よ
っ
て
推

進
さ
れ
て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

連
　
載

第
65
回

文　

池
浦
泰
憲

「
西
新
宿
區
劃
整
理
協
力
會
」
に
よ
り
出
さ
れ
た
告
知


